
1．重要な会計方針

　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券・・・・・購入時の取得価額によっている。なお、取得価額と債券金額との間に

　　　その他有価証券

　　　　市場価格のないもの・・・・・移動平均法による原価法

　（２）引当金の計上基準

　　　退職給付引当金・・・・・役職員の自己都合による期末退職の要支給額に相当する金額を計上している。

　（３）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は，税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。 （単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 103,000,000 150,000,000 0 253,000,000

定期預金 200,000,000 0 100,000,000 100,000,000

普通預金 76,107,365 0 50,000,000 26,107,365

特定資産

退職給与引当資産 5,025,707 1,870,253 0 6,895,960

海外植林事業積立資産 8,798,157 0 4,209,145 4,589,012

合計 392,931,229 151,870,253 154,209,145 390,592,337

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりである。 （単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に対応す
る額）

基本財産

投資有価証券 253,000,000 (0) (253,000,000) -

定期預金 100,000,000 (0) (100,000,000) -

普通預金 26,107,365 (0) (26,107,365)

特定資産

退職給与引当資産 6,895,960 (0) (0) (6,895,960)

海外植林事業積立資産 4,589,012 (4,589,012) 　　　      (0) -

合計 390,592,337 (4,589,012) (379,107,365) (6,895,960)

財務諸表に対する注記

　　　　　　　　　　　　　　　　　差額はない。

科　目

科　目



4．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は次のとおりである。（単位：円）

帳簿価格 時価（注） 評価損益

100,000,000 99,770,000 △ 230,000

100,000,000 98,780,000 △ 1,220,000

50,000,000 49,745,000 △ 255,000

250,000,000 248,295,000 △ 1,705,000

5．補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高

　   国庫補助金・受託金の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高は次のとおりである。 （単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照上
の記載区分

補助金

途上国持続可能な森林経営推
進事業

農林水産省
（林野庁）

0 56,129,000 56,129,000 0 －

途上国森林再生技術普及事業
農林水産省
（林野庁）

0 41,587,000 41,587,000 0 －

0 97,716,000 97,716,000 0 －

受託金

森林吸収源インベントリ情報整備
事業（ＨＷＰ）

農林水産省
（林野庁）

0 4,499,280 4,499,280 0 －

0 4,499,280 4,499,280 0 －

0 102,215,280 102,215,280 0 －

小　　　計

合　　　計

保　有　債　券

第12回三井住友ＦＧ期限前償還条項付劣後

合　　　　　　　計

（注）時価は、証券会社により合理的に算定された価格である。

小　　　計

第41回国際協力機構債券

第156回利付国債（20年）
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